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新潟県の魅力を徹底紹介!!

経営トップが留守を任せられる、
自律的に成長する組織づくり
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シリーズ企画

事務所訪問
吉田税理士事務所

第42回全国統一研修会 新潟大会
「記念旅行」案内

第42回全国統一研修会 新潟大会 開催挨拶 
金子 秀夫ミロク会計人会連合会会長

ミロクシステムQ&A
『会計大将』

リレーエッセイ
関東信越ミロク会計人会　室岡 敏雄



第
42
回 

全
国
統
一
研
修
会

新
潟
大
会  

開
催

挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

会
長

金
子 

秀
夫

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
に
集
う

全
国
11
単
位
会
の
皆
様
、
今
年
も
、

全
国
統
一
研
修
会
が
大
々
的
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
担
当
は
、
関
東
信
越
ミ

ロ
ク
会
計
人
会
で
、
昨
年
秋
か
ら
具

体
的
準
備
活
動
に
入
ら
れ
、
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
企
画
を
立
て
て
く
だ
さ
り
、

平
成
29
年
11
月
9
日
（
木
）
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
が
主
催

す
る
こ
の
全
国
統
一
研
修
会
は
歴
史

を
積
み
重
ね
、
今
年
で
42
回
目
と
な

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
企
画
・
運

営
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
会
が
行
い
、

開
催
地
も
地
元
と
な
り
ま
す
の
で
、

地
方
色
豊
か
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

大
会
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
特
に
今
回

は
、〝
越
後
の
国
〞
を
開
催
地
と
す
る

新
潟
大
会
で
す
の
で
、
雪
国
に
育
ま

れ
た
「
お
も
て
な
し
」
の
演
出
に
ご

期
待
い
た
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
年
初
か
ら
地
政
学

的
リ
ス
ク
に
全
世
界
が
覆
わ
れ
続
け

て
お
り
ま
す
。
北
朝
鮮
の
軍
事
的
冒

険
行
動
が
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
乱
し
、

イ
ス
ラ
ム
国
（
I
S
）
の
テ
ロ
が
中

東
か
ら
欧
州
ア
フ
リ
カ
に
お
よ
び
、

米
英
の
孤
立
主
義
が
周
辺
国
に
不
安

を
与
え
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目

指
す
日
本
経
済
は
、
一
部
大
手
企
業

に
回
復
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
般

的
に
は
安
心
で
き
な
い
経
営
環
境
に

あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
ミ
ロ

ク
会
計
人
は
、
足
元
の
中
小
企
業
に

寄
り
添
い
、
中
小
企
業
経
営
者
と
苦

楽
を
共
に
し
、
経
験
の
共
有
の
中
か

ら
発
展
の
道
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し

て
（
株
）
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

生
み
出
す
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
さ
ら
に
加
え
て
、
事
業
承

継
や
企
業
統
合
の
た
め
の
M
J
S 

M

＆
A
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
の
協
業
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
を
目
指
す

N
N
生
命
と
の
業
務
提
携
な
ど
、
顧

客
に
提
供
で
き
る
業
務
の
幅
が
広
が

っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、2
0
1
5
年
に
発
表

さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と

野
村
総
合
研
究
所
と
の
共
同
研
究
で
、

「
10
〜
20
年
後
に
、
日
本
の
6
0
1
の

職
業
の
う
ち
、
約
49
％
が
A
I
や
ロ

ボ
ッ
ト
に
代
替
可
能
。
そ
の
中
に
会

計
士
、
税
理
士
が
含
ま
れ
る
」
と
明

記
さ
れ
た
こ
と
で
、
関
係
業
界
の
中

に
は
、
過
敏
な
反
応
が
見
ら
れ
ま
す
。

確
か
に
伝
票
起
票
や
入
力
業
務
は

省
力
化
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
意
味
か
ら
す
る
と
、
記
帳
代
行
業

務
の
よ
う
な
仕
事
は
無
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
動
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
の
点
検
、
試
算
表
や

決
算
書
等
の
中
身
の
法
的
妥
当
性
、

合
理
性
の
判
断
に
は
、
職
業
専
門
家

の
ス
キ
ル
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い
ま

ミ
ロ
ク
会
計
人
が
行
っ
て
い
る
中
小

企
業
経
営
者
に
寄
り
添
い
、
専
門
知

識
を
駆
使
し
て
共
に
発
展
す
る
道
を

模
索
す
る
営
み
は
、
20
年
後
で
あ
ろ

う
と
絶
え
る
こ
と
な
く
、
一
層
重
要

性
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
ミ
ロ
ク

会
計
人
は
、
い
っ
そ
う
結
集
し
、
研

鑽
し
、
経
験
を
交
流
し
、
カ
ン
ト
リ

ー
リ
ス
ク
に
耐
え
、
経
済
的
基
盤
で

あ
る
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
統
一

研
修
会
は
、
そ
の
結
集
の
場
で
あ
り
、

研
鑽
の
道
場
で
あ
り
、
経
験
交
流
の

宝
庫
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
新
潟
大
会
の
概
要
を
お

示
し
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
統
一
研
修
会
は
、
新
潟
市

街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
開

催
い
た
し
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、1
9
9
7
年
に

『
鉄ぽ

っ

ぽ

や

道
員
』
で
第
1
1
7
回
の
直
木

賞
を
受
賞
し
た
、
作
家
の
浅
田 

次
郎

氏
を
お
招
き
し
、「
お
米
の
経
済
学
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
で
は
、
東
京
大
学
大

学
院 

法
学
政
治
学
研
究
科
・
法
学
部 

教
授
で
政
府
税
制
調
査
会 

会
長
の
中

里 

実
氏
に
、「
中
間
層
の
本
音
と
ど

う
向
き
合
う
か
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
全
国
区
の
知

名
度
を
誇
る
日
本
酒
「
越
乃
寒
梅
」

を
醸
造
す
る
石
本
酒
造
株
式
会
社
取

締
役
で
杜
氏
で
も
あ
る
竹
内 

伸
一

氏
に
、『
越
乃
寒
梅
「
伝
統
の
継
承
」

「
挑
戦
」「
お
も
て
な
し
」』
と
題
し

た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、
地
元
新
潟
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る

株
式
会
社
新
潟
放
送 

代
表
取
締
役

会
長
の
竹
石 

松
次
氏
を
お
招
き
し
、

「
新
潟
か
ら
世
界
を
拓
く
〜
前
島
密
・

大
倉
喜
八
郎
・
南
場
智
子
氏
〜
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
は
翌
日
の
10
日

（
金
）
に
「
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
」
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

記
念
旅
行
は
、
11
月
10
日
（
金
）
か

ら
12
日
（
日
）
の
3
日
間
に
か
け
て

の
関
越
縦
断
の
旅
と
、
新
潟
日
帰
り

コ
ー
ス
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
、
現
地
で
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

2月刊税理士事務所CHANNEL



場
を
訪
問
し
、
生
糸
の
歴
史
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
は
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
に
て
散
会
と
な
り

ま
す
。

●
1
日
コ
ー
ス

こ
ち
ら
の
プ
ラ
ン
で
は
、
ま
ず
越

後
国
の
文
化
・
産
業
発
展
の
祖
神
と

し
て
県
内
外
か
ら
あ
つ
い
信
仰
を
寄

せ
ら
れ
て
い
る
彌
彦
神
社
を
訪
問
し

ま
す
。
続
い
て
匠
の
ま
ち
、
三
条
市

世
界
遺
産
・
国
指
定
天
然
記
念
物
を
巡
る

関
越
縦
断
の
旅

第
42
回
全
国
統
一
研
修
会 

新
潟
大
会「
記
念
旅
行
」案
内

3日間コース

1日コース

赤く染まる北方文化博物館の大広間

に
て
鍛
造
工
程
を
間
近
で
見
ら
れ
る

工
房
、
諏
訪
田
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
を
見
学
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し

て
最
後
は
2
5
0
年
あ
ま
り
の
歴
史

を
持
つ
伊
藤
家
の
遺
構
、
北
方
文
化

博
物
館
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
新
潟
駅

も
し
く
は
新
潟
空
港
に
て
散
会
と
な

り
ま
す
。

今
回
も
皆
様
の
素
敵
な
思
い
出
と

な
る
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

吹ふ
き
わ
れ割
の
滝
で
絶
景
を
堪
能
い
た
だ
き
、

栃
木
県
日
光
市
の
宿
、
日
光
千
姫
物

語
で
宿
泊
と
な
り
ま
す
。

最
終
日
は
、
宿
泊
先
か
ら
ほ
ど
近

い
日
光
東
照
宮
参
り
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
徳
川
家
康
が
祭
ら
れ
た
神
社
で
、

境
内
に
は
国
宝
8
棟
、
重
要
文
化
財

34
棟
を
含
む
55
棟
の
建
造
物
が
並
び

ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
光
二
荒
山
神
社

を
巡
り
、
昼
食
後
、2
0
1
4
年
に

世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
富
岡
製
糸

●
3
日
間
コ
ー
ス

今
回
の
記
念
旅
行
は
、
新
潟
、
群

馬
、
栃
木
な
ど
を
3
日
間
か
け
て
巡

る
コ
ー
ス
と
、
新
潟
日
帰
り
コ
ー
ス

の
2
つ
の
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
ま
し

た
。3

日
間
コ
ー
ス
の
初
日
で
は
、
佐

渡
島
に
渡
り
、4
0
0
年
の
歴
史
を

伝
え
る
史
跡
佐
渡
金
山
と
京
町
通
り

に
あ
る
佐
渡
奉
行
所
跡
を
訪
問
し
ま

す
。
昼
食
に
佐
渡
の
郷
土
料
理
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
朱
鷺

の
観
賞
地
で
も
あ
る
山
下
清
画
伯
記

念
碑
に
赴
き
、
朱
鷺
と
の
遭
遇
の
機

会
を
う
か
が
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
新

潟
市
経
由
で
新し

ば

た

発
田
市
に
移
動
し
、

白
玉
の
湯 

泉
慶
に
ご
宿
泊
い
た
だ
き

ま
す
。

翌
朝
は
小
千
谷
市
に
向
か
い
、
錦

鯉
の
里
に
て
泳
ぐ
宝
石
と
も
言
わ
れ

る
錦
鯉
を
観
賞
い
た
だ
き
ま
す
。
次

に
魚
沼
市
の
赤
城
山
西
福
寺
へ
。
室

町
後
期
に
開
か
れ
た
寺
院
で
、
堂
内

に
は
幕
末
の
名
匠
石
川
雲
蝶
の
彫
刻
、

絵
画
、
漆
喰
細
工
な
ど
数
々
の
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
群

馬
県
に
入
り
、
国
指
定
天
然
記
念
物
、

日
本
名
瀑
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

迫力満点の吹割の滝西福寺 開山堂の見事な装飾

信仰のあつい彌彦神社

佐渡金山跡の道遊の割戸 佐渡奉行所跡から延びる京町通り

徳川家康が祭られた日光東照宮 富岡製糸場の繰糸所内部

3 月刊税理士事務所CHANNEL



第42回全国統一研修会 新潟大会 開催記念

日本列島のほぼ中心部に位置し、北東から南西へと細長く伸びた圏域に7つの特色豊かなエリアを持つ新潟県。それぞれのエリアの
特徴や観光スポット、特産物、食などをご紹介します。

新潟県の魅力を徹底紹介 !!

新潟県はこんなところ
■総面積：1万2584.18平方km（県HP 平成28年10月現在）■総人口：228万6000人（総務省統計局：人口推計（H28年10月現在））
■市町村数：20市6町4村（県HP 平成28年10月現在）■県内総生産（名目）：8兆6990億円（内閣府：県民経済計算（H26年））■県内総
生産シェア：1.70%（内閣府：県民経済計算（H26年））■農業産出額：2388億円（農林水産省：生産農業所得統計（H27年））■漁獲量：3万
3809t（農林水産省：漁業・養殖業生産統計（H27年））■牛飼育頭数：1万2000頭（農林水産省：畜産統計（H28年2月現在））■法人数：4
万1859社（国税庁：第140回国税庁統計年報書（H26年））■労働力人口：115万9000人（総務省統計局：労働力調査（H29年1 ～ 3月））
■一世帯あたりの貯蓄額：1290万1000円（全国消費実態調査（H26年））■合計特殊出生率：1.44（人口動態調査（H27年））■高齢化率：
29.10%（内閣府：高齢社会白書（H28年））■食料自給率：105%（農林水産省（H26年カロリーベース））■地域ブランド：34（特許庁（H29
年5月現在））■エコファーマーの数：9537件（水産省（H27年））

新潟県トピックス
平成28年度 新潟県内スキー場入込状況
外国人利用客数が過去最多、前年度比22.3%増で18.1万人に
　平成28年度（12月～ 3月）に新潟県内のスキー場を訪れた外
国人の数は18万1000人で、過去最多だった前シーズンよりさらに
22.3％増えました。継続的な訪日プロモーションの効果などもあって、
ここ数年は好調に増加しているそうです。また、3月まで一定量の積
雪が保たれたことなどから、全体の利用客数も前シーズンより4.3％増
えて477.9万人となっています。

大特集

●佐渡エリア

●村上・新発田エリア

●新潟・阿賀エリア

●弥彦・三条エリア

●長岡・柏崎エリア

●湯沢・魚沼エリア●妙高・上越エリア

県のキャラクター：トッキッキ

資料――新潟県観光局交流企画課「スキー場利用客入込状況」

新潟県とは
東京都の約 5.7倍、47都道府県で第 5位の面積を有し、海岸線（本州）の長さは331km。全域が日本海側気候で豪雪地帯（一

部特別豪雪地帯）となっており、なかでも山間部は世界有数の豪雪地帯として知られます。特産品の筆頭はなんといってもお米。米の産
出額と水稲収穫量は日本第 1位を誇ります。また、枝豆・ナスの作付面積、清酒消費量、金属洋食器の出荷額なども日本一です。

古代においては越
こしのくに

国の領土の一部、令制国（旧国）に移行してからは越後国と佐渡国の全域が、現在の新潟県に当たります。幕末
には幕府直轄領（天領）となり、安政条約（日米修好通商条約）で新潟が開港場に指定されました。戊辰戦争ではその地政的重要性
に加えて、新政府軍に抵抗した長岡藩、会津藩、桑名藩などが領地を持っていたことから、主戦場の一つとなりました。県内にはこれら
幕末の歴史が刻まれた史跡の他、上杉謙信や親鸞、良寛といった数々の偉人のゆかりの地や名所が点在しています。

2005年、
「トキめき新潟国体・トキめき新潟大会」の

マスコットキャラクターとして誕生。
新潟県の鳥「朱鷺」をモチーフにしており、

誰にでも親しみやすい丸い体と、
顔の赤いハートが特徴。

新潟県
エリア
MAP

4月刊税理士事務所CHANNEL



新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

江
戸
時
代
か
ら
海
上
交
易
の
拠
点
と
し

て
栄
え
た
新
潟
市
に
は
、
港
町
な
ら
で
は

の
文
化
を
今
に
伝
え
る
博
物
館
や
記
念
館

が
多
数
あ
り
ま
す
。
新
潟
市
街
地
の
シ
ン

ボ
ル
は
信
濃
川
に
か
か
る
萬
代
橋
。
ア
ー

チ
の
美
し
さ
と
石
づ
く
り
の
重
々
し
さ
が

調
和
し
、
そ
の
姿
に
は
ゆ
と
り
と
風
格
さ

え
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
自
然

も
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
。
な
か
で
も
阿
賀

野
市
の
五ご

ず頭
山
麓
の
温
泉
地
や
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
渡
来
地
と
し
て
知
ら
れ
る
瓢ひ

ょ
う
こ湖

は
オ

ス
ス
メ
で
す
。
他
に
も
、
雄
大
な
阿
賀
野

川
沿
い
に
街
道
の
文
化
が
残
る
阿
賀
町
、

菅
名
・
大
蔵
・
鳴
沢
連
山
な
ど
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
五ご

せ
ん泉
市
な
ど
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
特
産
品
の
代
表
格

は
枝
豆
。
新
潟
県
産
の
枝
豆
は
、
う
ま
み

の
も
と
に
な
る
ア
ミ
ノ
酸
が
多
い
8
分
の

実
の
入
り
の
と
き
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。
特

に
実
の
薄
皮
が
薄
茶
色
な
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
「
茶
豆
」
は
、
ゆ
で
た
と
き
に

出
る
芳
醇
で
甘
い
香
り
、
甘
味
が
た
ま
り

ま
せ
ん
。
新
潟
市
を
中
心
と
し
て
、
県
内

各
地
で
転
作
田
な
ど
を
活
用
し
て
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
ご
当
地
B
級
グ
ル

メ
の
「
タ
レ
か
つ
丼
」
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

そ
の
発
祥
は
昭
和
初
期
、
新
潟
市
内
中
心

部
の
堀
端
の
洋
食
屋
台
で
提
供
さ
れ
た
の

南
北
に
長
い
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
県
下
第
2
位
の
人
口
を
擁
す
る

長
岡
市
は
、
戊
辰
戦
争
で
長
岡
藩
の
軍
事

総
監
を
務
め
た
河
井
継
之
助
や
「
米
百
俵
」

の
逸
話
で
有
名
な
小
林
虎
三
郎
、
連
合
艦

隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
な
ど
、
数
多

く
の
偉
人
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
他
、
田
園
地
帯
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
行
わ
れ
る
長
岡
ま
つ
り
大
花

火
大
会
が
有
名
で
、
合
計
約
2
万
発
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。
隣

接
す
る
見
附
市
は
信
濃
川
水
系
の
刈
谷
田

川
が
流
れ
る
水
と
空
気
の
き
れ
い
な
環
境

が
魅
力
。
気
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
体
験
で

枝豆

へぎそば

瓢湖の冬景色

長岡まつり大花火大会

き
る
大
平
森
林
公
園
や
、
バ
ラ
を
は
じ
め

と
し
た
四
季
の
花
が
咲
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
約
42
㎞

も
の
長
い
海
岸
線
を
有
す
る
柏
崎
市
の
見

ど
こ
ろ
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
の
綾
子
舞
や
環
状
か
や
ぶ
き
集
落
な
ど
、

古
く
か
ら
の
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
。
ま
た
、
こ
の
柏
崎
市
の
笠
島
沖
に
は

鯛
の
産
卵
場
が
あ
り
、
柏
崎
の
鯛
の
水
揚

げ
量
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
当
然
、

市
内
に
は
昔
か
ら
鯛
料
理
を
提
供
す
る
店

が
多
く
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
絶
品
の
鯛

め
し
は
も
ち
ろ
ん
「
第
4
回
全
国
ご
当
地

ど
ん
ぶ
り
選
手
権
」
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
「
柏
崎
鯛
茶
漬
け
」
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
ぜ
ひ
食
べ
て
お

き
た
い
の
が
小
千
谷
市
の
名
物
「
へ
ぎ
そ

ば
」。
つ
な
ぎ
に
布ふ

の

り

海
苔
を
使
っ
た
の
ど
ご

し
の
良
い
そ
ば
で
、
新
潟
を
代
表
す
る
郷

土
の
味
で
す
。

県
最
北
に
位
置
し
、
県
内
で
最
も
広
い

面
積
を
誇
る
村
上
市
。
山
形
へ
と
続
く
海

岸
線
・
笹
川
流
れ
は
奇
岩
の
連
な
る
景
勝

地
で
、
夏
に
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
海
に
面
し
た
瀬
波
温
泉
は
、
日
本
海

の
夕
日
と
、
岩
船
港
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る

新
鮮
な
魚
介
で
評
判
。
古
い
町
屋
が
並
ぶ

臥が
ぎ
ゅ
う
ざ
ん

牛
山
ふ
も
と
の
城
下
町
は
「
鮭
の
町
」

と
も
呼
ば
れ
、
伝
統
の
鮭
料
理
の
種
類
は

1
0
0
以
上
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
時
間

を
か
け
て
発
酵
・
熟
成
さ
せ
て
つ
く
る
塩

引
き
鮭
、
内
臓
を
味
噌
汁
に
し
た
な
わ
た

汁
、
新
鮮
な
白
子
の
刺
身
、
心
臓
の
塩
焼

き
、
中
骨
や
頭
や
皮
、
さ
ら
に
は
エ
ラ
を

使
っ
た
も
の
ま
で
、
他
の
地
域
で
は
考
え

ら
れ
な
い
特
殊
な
鮭
料
理
が
代
々
各
家
庭

で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
的
に
知
ら
れ
る
村
上
牛
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
村
上
市
と
関
川
村
、
胎
内
市

で
飼
育
さ
れ
た
格
付
等
級
A
4
・
B
4
以

上
の
黒
毛
和
牛
で
、
米
ど
こ
ろ
新
潟
な
ら

で
は
の
良
質
な
稲
わ
ら
と
干
し
草
で
じ
っ

く
り
育
て
ら
れ
た
高
級
種
。
同
じ
く
城
下

町
の
新
発
田
市
で
は
、
別
名
「
あ
や
め
城
」

と
も
呼
ば
れ
る
新
発
田
城
が
見
所
。「
切

込
は
ぎ
」
と
い
う
美
観
を
重
視
し
た
技
法

で
つ
く
ら
れ
、
北
国
の
城
特
有
の
海な

ま
こ鼠
壁

は
全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
、
揚
げ
た
て

ア
ツ
ア
ツ
の
と
ん
か
つ
を
特
製
醤
油
だ
れ

に
く
ぐ
ら
せ
、
ご
飯
の
上
に
の
せ
た
シ
ン

プ
ル
な
ど
ん
ぶ
り
料
理
。
新
潟
の
お
い
し

い
お
米
と
醤
油
だ
れ
の
相
性
は
抜
群
で
す
。
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妙
高
・
上
越
エ
リ
ア

弥
彦
・
三
条
エ
リ
ア

県
南
西
部
の
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
越
後

の
戦
国
武
将
・
上
杉
謙
信
の
居
城
が
あ
っ

た
上
越
市
の
城
下
町
文
化
、
妙
高
山
を
望

む
高
原
リ
ゾ
ー
ト
や
温
泉
街
、
新
潟
・
富

湯
沢
・
魚
沼
エ
リ
ア

西
を
魚
沼
丘
陵
、
東
を
三
国
山
脈
に
囲

ま
れ
、
破あ

ぶ
る
ま間

川
や
魚
野
川
が
流
れ
る
魚
沼

市
。
そ
の
南
部
、
魚
沼
盆
地
に
位
置
す

る
南
魚
沼
市
は
、
何
と
い
っ
て
も
全
国

的
に
人
気
な
お
米
の
産
地
で
す
。
ま
た
、

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
『
天
地
人
』
の
主
人

公
・
直
江
兼
続
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
知
ら

れ
、
ゆ
か
り
の
史
跡
も
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
南
へ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
湯
沢
町
は
、
関
東
か
ら
の
玄
関
口
。
越

後
湯
沢
温
泉
街
の
周
辺
に
は
苗
場
山
や
大

源
太
山
な
ど
の
山
々
が
連
な
り
、
登
山
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
苗
場
ス
キ
ー
場

で
は
毎
年
夏
、
日
本
最
大
級
の
野
外
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「
フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
時
期
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
美
人
林

と
呼
ば
れ
る
美
し
い
ブ
ナ
林
や
の
ど
か
な

棚
田
の
風
景
が
広
が
り
、1
5
0
0
年
以
上

の
歴
史
あ
る
着
物
文
化
が
根
づ
い
た
十
日

町
市
、
信
濃
川
が
生
み
出
し
た
日
本
一
の

河
岸
段
丘
と
秋
山
郷
の
紅
葉
が
魅
力
的
な

津
南
町
な
ど
、
内
陸
部
な
ら
で
は
の
自
然

豊
か
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
た
エ
リ

ア
で
す
。

山
県
境
に
位
置
し
地
質
学
的
に
特
徴
の
多

い
糸
魚
川
市
内
に
あ
る
24
の
ジ
オ
サ
イ
ト

な
ど
、
多
彩
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
古
く
か
ら
霊
峰
と
し
て
地
域

に
親
し
ま
れ
て
い
る
妙
高
山
は
、
新
潟
県

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
存
在
感
。
山
麓

に
は
ス
キ
ー
場
、
ま
た
妙
高
山
の
美
し
い

姿
を
水
面
に
映
す
い
も
り
池
の
散
策
な
ど
、

豊
か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

レ
ジ
ャ
ー
が
充
実
し
て
お
り
、
気
軽
に
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
も
人
気
で
す
。
他
に
も
、
糸
魚
川

を
代
表
す
る
美
し
い
鉱
物
「
ヒ
ス
イ
」
や

日
本
列
島
が
誕
生
し
た
際
の
大
地
の
裂
け

目
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
な
ど
を
紹
介
す

る
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ

り
、
地
質
の
時
代
経
過
に
沿
っ
て
地
球
が

育
ん
で
き
た
自
然
環
境
や
資
源
の
恵
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
市
の

能の

う生
漁
港
は
、
県
内
有
数
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
漁
獲
量
を
誇
る
こ
と
で
有
名
。
9
軒

の
専
門
店
が
並
ぶ
「
か
に
や
横
丁
」
で
は
、

県
内
屈
指
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
越
後
一
宮
・
彌
彦
神
社
や
田
上

町
の
温
泉
な
ど
と
と
も
に
、
こ
の
エ
リ
ア

で
注
目
し
た
い
の
が
三
条
市
・
燕
市
の
洋

食
器
・
金
物
の
伝
統
で
す
。
三
条
市
に
は

古
く
か
ら
鍛
冶
技
術
が
根
づ
き
、
鎌
や
鍬

な
ど
の
農
具
や
包
丁
、
大
工
道
具
な
ど
が

有
名
で
、「
越
後
三
条
打
刃
物
」
は
国
の

伝
統
的
工
芸
品
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

燕
市
で
は
銅
板
や
銀
板
な
ど
の
精
密
な
金

属
加
工
技
術
が
磨
か
れ
、
古
く
は
鎚つ

い
き起

銅

器
や
煙
管
、
鑢や

す
り

、
矢
立
、
現
代
で
は
ス
テ

ン
レ
ス
製
の
カ
ト
ラ
リ
ー
や
保
冷
・
保
温

性
が
高
く
軽
量
な
チ
タ
ン
製
タ
ン
ブ
ラ
ー

な
ど
、
新
素
材
を
用
い
た
製
品
も
多
数
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
2
市
と
も
新
た
な
技
術

展
開
を
経
つ
つ
、
伝
統
的
な
職
人
仕
事
も

今
な
お
息
づ
く
層
の
厚
い
モ
ノ
づ
く
り
産

業
の
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
、
職
人
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
体
験
観
光
も
世
界
的
に
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
燕
三
条
と
い
え
ば
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
「
燕
三
条
背
脂
ラ
ー

メ
ン
」。
煮
干
し
な
ど
の
魚
介
系
の
だ
し
が

効
い
た
醤
油
ス
ー
プ
に
豚
の
背
脂
を
合
わ

同
市
で
は
特
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を

使
っ
た
料
理
が
人
気
上
昇
中
で
す
。

湯沢町の岩原スキー場

稲 の は ざ 掛 け
（十日町市）

塩引き鮭

笹川流れ

ベニズワイガニ

謙信公銅像

近
海
で
獲
っ
た
カ
ニ
を
販
売
。
上
品
な
甘

さ
の
身
も
濃
厚
な
カ
ニ
味
噌
も
絶
品
で
す
。
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　第42回全国統一研修会 新潟大
会。新潟ミロク会計人会の先生方を
はじめ、関東信越ミロク会計人会・各
地区会の先生方にご尽力賜り、また
この大会が大成功となるようMJS
各支社・営業所員も頑張ってまいり
ます。当地には美味しい食べ物、お酒
もたくさんございます。新潟大会に
全国の皆様のご参加を心よりお待ち
申し上げます。

MJS執行役員・北東圏統括部長
田島 幸和

　新潟支社では、地元の新潟地区会の
先生方や関東信越会の先生方と協力
し、「～朱鷺めき～熱い心で感動を」、
を合言葉に皆様に感動していただけ
る大会の準備をしております。地元
の美味しいお米・お酒・御肴もぜひ味
わっていただきたいです。皆様のご参
加、心よりお待ちしております。

MJS新潟支社長・宇都木 優

関東信越会はこんな組織 !!
　関東信越ミロク会計人会（関東信越会）では、基本方
針である「会員及び会員事務所の進歩改善とその顧問
先の繁栄に寄与する」ために、さまざまな活動をして
おります。①認定研修会参加1人目の無料（2人目以降
は特別価格でご案内）②実務者向けセミナーの開催③
会員交流の開催（地区会員の親交、全国の会員事務所
との交流）④委員会活動を通した実効性のあるMJS
への要望⑤紹介手数料制度を通じた顧問先経営支援
⑥経営に関するリスク分析ソフトの無償提供⑦会員
事務所の業務改善と顧問先サービス（小冊子の提供な
ど）といった、会員事務所の繁栄に寄与する諸事業を
実施しております。

左：認定研修会の模様
右：懇親ゴルフ大会の模様

佐
渡
エ
リ
ア

国
内
の
離
島
と
し
て
は
沖
縄
本
島
に
次

い
で
広
大
な
佐
渡
島
。
中
央
部
に
は
穀
倉

地
帯
が
広
が
り
、
北
側
の
大
佐
渡
に
は
標

高
1
0
0
0
m
級
の
山
々
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
海
沿
い
へ
行
く
と
、
急
峻
な
断
崖

に
日
本
海
の
荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
光
景
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
南
部
は
比
較
的
温
暖
で
、

南
国
の
植
物
や
果
樹
も
育
ち
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
沖
に
は
好
漁
場
が
点
在
し
て
お
り
、

海
産
物
が
豊
富
。
特
に
冬
場
の
脂
た
っ
ぷ

り
の
寒
ブ
リ
は
全
国
的
に
有
名
で
、
シ
ー

ズ
ン
中
は
島
内
の
寿
司
屋
や
割
烹
、
宿
で

お
刺
身
や
ブ
リ
し
ゃ
ぶ
を
味
わ
う
こ
と
が

燕市の鎚起銅器

彌彦神社

で
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
新
た
な
ご
当
地
グ

ル
メ
と
し
て
人
気
上
昇
中
の
「
佐
渡
天
然

ブ
リ
カ
ツ
丼
」
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
こ
う

し
た
豊
か
な
自
然
や
食
を
体
感
す
る
と
と

も
に
、
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
の
が
佐
渡
金

山
で
す
。1
6
0
1
年
の
開
山
以
後
、
徳

川
幕
府
直
轄
の
天
領
と
し
て
運
営
・
管
理

さ
れ
幕
府
の
財
政
を
支
え
ま
し
た
。
明
治

時
代
に
入
る
と
近
代
化
・
機
械
化
が
進
み
、

第
二
次
大
戦
を
経
て
資
源
が
枯
渇
す
る
平

成
元
年
ま
で
採
掘
が
続
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
史
跡
で

は
約
4
0
0
年
も
の
長
き
に
わ
た
る
そ
の

歴
史
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
中
で
も
開
山

初
期
の
巨
大
な
V
字
形
の
露
天
掘
り
跡

「
道
遊
の
割
戸
」
は
圧
巻
で
す
。
そ
し
て
、

佐
渡
と
い
え
ば
朱
鷺
。2
0
0
8
年
以
降
、

こ
れ
ま
で
に
2
5
0
羽
以
上
の
朱
鷺
が
放

鳥
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
の
中
央
部

に
あ
る
朱
鷺
飼
育
の
見
学
施
設
、
ト
キ
の

森
公
園
で
は
、
自
然
に
近
い
環
境
の
朱
鷺

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

せ
た
、
コ
ク
が
あ
っ
て
濃
厚
な
味
わ
い
の

ラ
ー
メ
ン
で
、
麺
は
極
太
。
長
ネ
ギ
の
代

わ
り
に
玉
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
を
用
い
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
各
店
で
こ
だ
わ
り

や
趣
向
が
異
な
る
の
で
、
数
軒
め
ぐ
っ
て

お
気
に
入
り
を
見
つ
け
る
の
も
一
興
で
す
。

佐渡寒ブリしゃぶ

道遊の割戸
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経
営
者
の
目
線
と
好
奇
心
を

ア
ド
バ
イ
ス
に
生
か
す

―
税
理
士
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
モ
ッ
ト
ー
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

吉
田 

起
男
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

税
理
士
と
い
う
と
「
先
生
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
、
ど
こ
か
威
厳
の
あ

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
理
士
は
税
務
行
政
に
お

け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
顧
客
目
線
を
大

切
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
顧
問
先
の
成
長
な
く
し
て
、
私

た
ち
の
成
長
や
存
続
は
あ
り
得
な
い

わ
け
で
す
か
ら
。

―
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
か
。

吉
田　

経
営
者
に
と
っ
て
私
た
ち
税

理
士
は
、
財
務
及
び
経
営
状
況
を
把

握
し
て
い
る
数
少
な
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
財
務
及
び
経
営
の
状
況
だ

け
し
か
知
ら
な
い
の
で
は
、
顧
問
先

の
社
長
か
ら
相
談
事
は
出
て
き
ま
せ

ん
。
顧
問
先
に
、
現
状
を
改
善
す
る

提
案
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
談
し
や
す
い
関
係
を
構
築
し
て
い

く
の
で
す
。
私
は
顧
問
先
か
ら
の
相

談
に
は
で
き
る
限
り
話
を
聞
く
よ
う

に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
一
般
的
な

税
務
や
経
営
に
関
す
る
相
談
だ
け
で

な
く
、
社
長
や
従
業
員
の
個
人
的
な

相
談
、
事
業
承
継
や
債
務
整
理
、
相

　茨城県取手市に事務所を構える吉田税理士事務所の所長、吉田 起
た つ お

男先生。
開業時からワンストップサービスで幅広い相談を受け続け、現在も関東圏の多様な業種の顧問先を支援し続けています。
さっそく、吉田先生に現在の事務所の取り組みについて伺いました

顧問先のあらゆる相談に応えるために
同業者や他士業と連携したワンストップサービスを実践

所在地 茨城県取手市取手 3-4-20 中山ビル201号
設立 1986年
職員数 6名
TEL 0297-72-8100
FAX 0297-72-8200
導入システム/ACELINK NX-Pro

事 務 所 訪 問

吉田税理士事務所

茨城県取手市
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続
な
ど
顧
問
先
の
お
話
を
聞
い
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
事
務
所
開
設
当
初
か
ら
そ
れ
ら

に
で
き
る
限
り
応
え
よ
う
と
、
同
業

者
や
他
士
業
、
さ
ら
に
は
金
融
機
関

と
の
連
携
に
注
力
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
よ
う
に
し

て
き
ま
し
た
。

―
連
携
に
関
し
て
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
案
件
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
田　

金
融
機
関
か
ら
の
紹
介
で
、

20
年
ほ
ど
前
に
相
続
人
が
11
人
い
る

相
続
案
件
を
受
任
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
申
告
期
限
ま
で
時
間
的
余
裕

が
な
か
っ
た
の
で
、
税
理
士
や
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
一
緒
に

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
ご
と
に
業
務
を
分
担
し
ま

し
た
。
相
続
人
や
不
動
産
の
資
料
収

集
は
司
法
書
士
、
物
納
申
請
資
料
作

成
業
務
は
土
地
家
屋
調
査
士
、
申
告

書
作
成
は
協
力
し
て
く
れ
た
税
理
士

と
共
同
で
行
い
、
相
続
人
対
応
は
私

自
身
が
行
い
ま
し
た
。
毎
日
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
連
続
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
が
、
皆
の
協
力
を
得
て
ト
ラ
ブ
ル

な
く
申
告
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

相
続
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
同
業

者
や
他
士
業
と
連
携
す
る
醍
醐
味
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
顧
問
先
の
相

談
に
お
い
て
他
の
士
業
の
方
の
協
力

を
頂
い
た
り
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

業
務
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

―
経
営
者
を
支
援
す
る
上
で
、
同

じ
目
線
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
培
わ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

吉
田　

私
の
実
家
は
取
手
市
で
精
肉

店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
子
ど
も
の
頃
か
ら
傍
ら
で
見
て
き

た
の
が
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
27
歳
の
時
に
2
店
舗
を

経
営
し
て
い
た
父
が
急
死
し
、
3
年

間
ほ
ど
家
業
に
専
従
し
ま
し
た
。
父

が
亡
く
な
る
ま
で
は
、
家
業
を
手
伝

っ
た
り
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
店
頭

に
出
て
販
売
し
た
り
給
料
の
支
払
を

す
る
な
ど
本
格
的
に
関
与
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
精

肉
店
は
、
自
ら
子
豚
を
購
入
し
、
そ

れ
を
農
家
に
預
け
て
育
て
て
も
ら

い
、
成
育
し
た
豚
を
枝
肉
（
骨
付
）

に
し
て
、
店
で
必
要
に
応
じ
て
カ
ッ

ト
し
て
販
売
し
て
い
た
の
で
す
。
店

で
は
、
仕
入
れ
た
枝
肉
は
捨
て
る
と

こ
ろ
が
な
く
全
て
小
売
、
卸
売
、
専

門
の
回
収
業
者
に
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
家
業
に
専

従
し
た
時
期
は
、
販
売
形
態
や
仕
入

形
態
も
全
く
変
わ
っ
て
仕
入
値
が
高

く
な
り
、
利
益
率
が
減
少
し
て
い
ま

し
た
。
販
売
先
は
消
費
者
に
ほ
ぼ
限

定
さ
れ
、
仕
入
れ
た
商
品
の
ロ
ス
を

出
さ
な
い
た
め
、
消
費
者
の
要
望
に

応
じ
て
、
購
入
し
や
す
い
よ
う
に
肉

を
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
て
販

売
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
同
様
に

青
果
店
で
は
、
当
日
の
売
れ
残
り
を

漬
物
に
加
工
し
て
販
売
し
て
い
ま
し

た
。
商
店
主
が
、
エ
プ
ロ
ン
の
左
の

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
お
金
は
仕
入
の
お

金
。
右
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
お
金
は

売
上
で
、
明
日
の
仕
入
に
必
要
な
お

金
を
左
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
移
し
残
っ
た

お
金
は
、
今
日
の
儲
け
と
話
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
所
に
大
型
ス
ー
パ
ー
の
進
出
が
あ

り
、
商
店
会
に
参
加
し
て
い
た
商
店

の
衰
退
が
発
生
し
始
め
て
き
た
時
期

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時

期
に
、
個
人
商
店
な
ら
で
は
の
問
題

点
や
努
力
を
自
ら
経
験
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
改

善
点
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
環
境
が
身

近
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
販
売
や
経
営

の
本
質
を
自
然
と
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
好
奇
心
が
旺
盛
で
、

顧
問
先
の
事
業
に
興
味
を
持
ち
、
業

務
内
容
に
関
し
て
色
々
質
問
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
問
題
点
や
改
善

点
を
指
摘
す
る
に
は
、
そ
の
業
種
ご

と
の
特
殊
性
を
知
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

幅
広
い
エ
リ
ア
で
得
た
知
見
を

情
報
提
供
に
生
か
す

―
顧
問
先
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

際
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
か
。

吉
田　

顧
問
先
の
方
々
は
、
会
社
経

営
や
事
業
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
が
で
き
る
相
手
を
探
し
て
い
ま

す
。
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
質
問
が
あ
っ

て
か
ら
顧
問
先
に
回
答
す
る
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
顧
問
先
の
現

在
の
経
営
状
況
や
財
務
状
況
を
確
認

し
て
い
る
会
計
事
務
所
か
ら
提
案
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

積
み
上
げ
て
き
た
顧
問
先
の
業
務
内

容
に
対
す
る
知
識
や
会
計
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
判
断
す
る
情
報
を
提
示
す

る
こ
と
が
仕
事
と
思
い
ま
す
。
大
事

な
の
は
、
情
報
提
供
し
た
後
に
、
複

数
の
対
応
策
を
提
示
す
る
。
そ
し
て

提
示
し
た
対
応
策
を
相
手
と
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
や
条
件
を
考
慮
し
て
話
し

合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
顧
問
先
の
エ
リ
ア
は
取
手
を
は

じ
め
と
し
た
茨
城
県
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
都
内
や
近
隣
各
県
に
も
広
が
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
移
動
が
大
変

そ
う
で
す
ね
。

吉
田　

そ
の
分
、
業
務
の
効
率
化
に

は
早
い
段
階
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を

し
て
き
ま
し
た
。
顧
問
先
で
資
料
の

確
認
と
必
要
な
会
計
デ
ー
タ
作
成
を

で
き
る
よ
う
に
日
立
の
ラ
ッ
プ
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
『
B
16
』
を
購
入
し
ま

し
た
。
た
だ
し
こ
の
B
16
は
重
く
て
、

顧
問
先
へ
の
移
動
は
自
動
車
が
必
要

で
し
た
。
出
先
で
簡
単
な
仕
訳
作
業

最近大掛かりなレイアウト変更をし、スペースを有効活用し
ています

事 務 所 訪 問
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事 務 所 訪 問

税 理 士 ま で の 歩 み

同業者や他士業などと連携し、顧問先を手厚く支援されている吉田 起男先生

吉田先生はもともと弁護士を目指していたそうですが、「24

歳くらいの時にたまたま書店で『税理士は1カ月のうち10日働

けばいい』というチラシを見つけ、これなら働きながら試験勉

強ができると安易に考え、税理士を目指してみようと思ったの

です」と振り返ります。その後、26歳頃から専門学校で税理

士試験の勉強に取り組み始め、31歳頃から税理士事務所で

働きながら勉強を続けることに。そして、33歳の時（1984年）

についに税理士試験に合格し、2年ほど勤務先で働いた後に

開業しました。しかも、その際には「勤務先の先生から『担

当している顧問先を持っていきなさい』と言っていただき、幸

先良く事務所を開業することができました」と吉田先生。ち

なみに、税理士事務所に勤務し始めた頃から税理士という

道を歩むことを決意したそうですが、司法試験のために学ん

だ法律の知識はその後もあらゆる局面で役立ったそうです。

等
を
行
え
る
M
J
S
の
『
総
合
入
力

シ
ス
テ
ム
』
が
発
売
さ
れ
た
時
は
複

数
台
購
入
し
て
、
職
員
が
自
宅
か
ら

顧
問
先
へ
直
行
直
帰
が
で
き
る
よ
う

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
広
域
に
顧

問
先
が
あ
る
場
合
の
問
題
は
、
申
告

書
提
出
時
の
署
名
押
印
が
一
番
大
変

で
し
た
が
、
現
在
は
電
子
申
告
が
普

及
し
た
お
か
げ
で
申
告
時
の
問
題
は

解
決
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
顧
問
先

の
自
計
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
エ
リ
ア

が
広
い
と
異
な
る
地
域
の
情
報
や
多

様
な
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
私
は

顧
問
先
の
相
談
に
乗
る
こ
と
が
税
理

士
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
他
地
域
の

情
報
や
事
例
を
知
っ
て
い
る
と
、
顧

問
先
の
相
談
に
有
用
な
事
例
や
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。

社
会
貢
献
活
動
が
縁
で

モ
ン
ゴ
ル
人
力
士
の
支
援
も

―
社
会
貢
献
活
動
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

吉
田　

N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
セ
ー
ビ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
H
S
P
）
の

事
務
局
長
を
し
て
い
る
方
が
顧
問
先

の
社
長
と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、
そ
の

活
動
を
支
援
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。H
S
P
は
、
小
児
循
環
器
専
門

の
ド
ク
タ
ー
や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
モ
ン
ゴ
ル
に

住
む
心
臓
病
の
子
ど
も
た
ち
を
救
う

た
め
の
毎
年
2
〜
3
回
ほ
ど
現
地
に

て
の
活
動
を
10
年
以
上
展
開
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
5
0
0
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
の
治
療
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た

お
か
げ
で
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
か
ら
表

彰
を
受
け
た
り
、
さ
ら
に
何
人
か
の

モ
ン
ゴ
ル
人
力
士
を
税
務
面
で
サ
ポ

ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
縁
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
人
で

も
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
応
援
し

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

吉
田　

今
後
は
、
会
計
事
務
所
の
み

で
複
雑
化
す
る
顧
問
先
の
相
談
案
件

に
は
、
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
他
士
業
の
方
々
や
金

融
機
関
と
連
携
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
、
顧

問
先
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
職
員

共
々
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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経
営
ト
ッ
プ
が
留
守
を
任
せ
ら
れ
る
、
自
律
的
に
成
長
す
る
組
織
づ
く
り

中
小
企
業
の
経
営
者
は

＂
職
人
＂
か
ら
の
脱
却
を

私
が
師
事
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
E
・

ガ
ー
バ
ー
氏
は
著
書
の
中
で
、
中
小

企
業
は
3
つ
の
病
に
か
か
り
や
す
い

と
し
て
い
ま
す
。
1
つ
目
は
「
経
営

者
だ
け
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
増
加

し
て
い
く
病
」
で
す
。
経
営
者
の
働

き
が
売
上
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
ま
さ
に
そ
の
典

型
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
2
つ
目
は

「
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
に
固
執
し
て
し
ま
う

病
」
で
す
。
多
く
の
企
業
は
現
在
の

主
た
る
事
業
を
存
続
さ
せ
る
の
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
が
ち
で

　

会
計
事
務
所
、ま
た
中
小
企
業
の
中
に
は
従
業
員
へ
の
権
限
委
譲
が
進
ま
ず
、経
営
ト
ッ
プ
が
現
場
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、今
回
は
中
小
・ス
モ
ー
ル
ビ
ジ

ネ
ス
を
成
長
さ
せ
る
原
理
原
則
に
精
通
し
、世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
著
し
た
マ
イ
ケ
ル・
E
・ガ
ー
バ
ー
氏
の
経
営
理
論
を
習
得
、中
小
企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る（
株
）ブ
レ
イ
ン
マ
ー
ク
ス

の
安
東 

邦
彦
社
長
に
、経
営
ト
ッ
プ
が
留
守
を
任
せ
ら
れ
る
、自
律
的
に
成
長
す
る
組
織
の
つ
く
り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、後
半
で
は
そ
れ
ら
の
手
法
を
活
用
し
て
見
事
に
成
長
を
遂
げ
て

い
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
マ
ー
ク
ス 

代
表
取
締
役
　
安
東 

邦
彦 

様

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー]

す
が
、
社
会
変
化
と
と
も
に
ニ
ー
ズ

は
刻
一
刻
と
変
化
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
変
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
3
つ

目
は
「
従
業
員
が
経
営
者
の
指
示
で

し
か
動
か
な
く
な
る
病
」
で
す
。

ガ
ー
バ
ー
氏
は
こ
の
3
つ
の
病
を

挙
げ
た
上
で
、
そ
の
原
因
を
「
経
営

者
が
〝
職
人
〞
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
だ
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
多
く
の
中
小
企
業
は
権
限

委
譲
が
で
き
て
お
ら
ず
、
経
営
者
が

経
営
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て

い
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
、

中
小
企
業
の
経
営
者
が
〝
職
人
〞
か

ら
脱
却
し
、
従
業
員
に
権
限
委
譲
を

進
め
て
い
く
の
は
決
し
て
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
創
業

者
が
経
営
者
で
あ
る
場
合
は
特
に
職

人
的
に
な
り
が
ち
で
す
し
、
中
で
も

士
業
や
医
院
と
い
っ
た
業
種
の
場
合
、

売
上
の
8
割
を
経
営
者
が
稼
い
で
い

る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
ざ
ら
に
あ
り

ま
す
。

か
く
い
う
私
も
独
立
し
た
当
初
は

ま
さ
に
〝
職
人
〞
の
よ
う
な
経
営
を

し
て
お
り
、
売
上
の
大
半
を
自
分
で

稼
い
で
い
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
従
業

員
に
自
分
の
考
え
方
や
や
り
方
を
押

し
つ
け
て
し
ま
っ
て
距
離
を
取
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
文
字
通
り
、
孤
軍

奮
闘
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
行
き
詰
ま
っ
た
私

は
と
に
か
く
数
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
書

を
読
み
あ
さ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ガ
ー
バ
ー
氏
の
本
に
出
会
っ
て
感
銘

を
受
け
、
す
ぐ
さ
ま
渡
米
し
て
本
人

の
も
と
で
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

以
来
、
ガ
ー
バ
ー
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
と
し
て
そ
の
理
論
を
軸
に
し

た
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

組
織
力
を
高
め
る
た
め
に

企
業
文
化
を
戦
略
的
に
構
築

ガ
ー
バ
ー
氏
の
理
論
を
端
的
に
説

明
す
る
と
、
企
業
の
成
長
に
は
「
実

行
力
と
戦
略
」
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
よ
く
中
小
企

業
は
差
別
化
を
図
る
べ
き
だ
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
組
織
力
を
高
め

た
上
で
戦
略
を
立
て
、
高
収
益
で
差

別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
、
と
い
う
順

序
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
〝
職
人
〞
か
ら
の
脱
却
は
ま

さ
に
実
行
力
を
高
め
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
要
素
と
な
る
の
で
す
。

〝
職
人
〞
の
よ
う
な
経
営
者
は
と
か

く
現
場
を
重
ん
じ
が
ち
で
、
そ
れ
だ

け
で
は
組
織
力
を
高
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
と
も
す
れ
ば
経
営
者
が

企
業
の
全
体
像
や
従
業
員
の
思
い
を

見
失
っ
て
し
ま
い
、
か
つ
て
の
私
の

よ
う
に
孤
立
し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
組

織
の
中
に
経
営
理
念
と
い
う
軸
を
作

り
、
組
織
力
を
高
め
た
上
で
権
限
委

1970年生まれ。ITベンチャー
の取締役を経て、2001年に

（株）ブレインマークスを設立。
マイケル・E・ガーバー氏の経営
理論を活用した経営コンサル
ティングを展開。中小企業の
悩みを「6大経営課題×15の
原因」で分析、分解することで、
100社100通りの課題解決法
を実現している。特に30人以
下の中小企業に特化した「自
主性をもって行動する組織づく
り」「社長が不在でも成長する
会社づくり」を得意としている。
30人以下の会計事務所のコ
ンサルティングも数多く手掛け
ている。
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譲
を
進
め
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

い
か
に
立
派
な
経
営
理
念
を
掲
げ
て

も
、
そ
れ
が
従
業
員
に
浸
透
し
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

経
営
計
画
に
関
し
て
は
数
値
目
標
を

中
心
に
構
成
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
で
は
組
織
全
体
に
ビ
ジ
ョ
ン
や
将

来
像
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
と
「
企
業
文
化
」
の
形
成
を
目

指
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
文
化
と
い
う
と
、
日
本
で
は
自

然
に
形
成
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
で

は
企
業
文
化
と
は
戦
略
的
に
構
築
し

て
い
く
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
様
な
人
種
や
文
化
に
満
ち
溢

れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
企
業
ご

と
に
文
化
を
形
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
日
本
以
上
に
組
織
が
混
乱
し
、

統
制
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
や
日
本
に

お
い
て
も
多
様
性
が
重
視
さ
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
戦
略
的
に
企
業

文
化
を
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
統

制
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

全
社
員
で
対
話
を
重
ね
て

コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
策
定

企
業
文
化
を
形
成
す
る
に
は
、
自

分
た
ち
の
企
業
の
価
値
観
、
す
な
わ

ち
「
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
」
が
何
か
を
見

出
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
社
で
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
際
に
先
方
の
従
業

員
全
員
で
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
全
従
業
員

に
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
5
つ
ず
つ
提
案
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
も
と
に

議
論
し
、
企
業
と
し
て
の
コ

ア
バ
リ
ュ
ー
を
策
定
し
て
い

く
わ
け
で
す
。
短
く
て
3
カ

月
、
通
常
は
半
年
ほ
ど
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

決
し
て
無
駄
な
時
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
実
は
長
い
時
間
を
か
け

て
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
、
そ
う
や
っ
て
い
く
う
ち
に
自
然

と
従
業
員
の
中
に
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
が

浸
透
し
て
い
く
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
設

定
し
た
後
は
そ
れ
を
い
か
に
運
用
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
企
業
文
化
を
形
成
し
て
い
く
に

は
、
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
採
用
基
準
に

組
み
込
ん
だ
り
、
経
営
計
画
や
人
事

評
価
制
度
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

日
常
業
務
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
日
常
的

に
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
を
意
識
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
効
果
的
で
す
。
例

え
ば
、
朝
礼
で
一
人
ひ
と
り
に
そ
の

週
な
り
月
な
り
に
意
識
す
る
コ
ア
バ

リ
ュ
ー
を
発
表
し
、
日
々
、
そ
の
達

成
度
を
確
認
し
て
も
ら
う
と
い
う
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
当

然
、
経
営
者
自
身
が
コ
ア
バ
リ
ュ
ー

の
最
高
の
実
践
者
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
経
営
者
は
コ
ア
バ
リ
ュ
ー

の
設
定
や
活
用
に
取
り
組
む
一
方
で
、

従
業
員
た
ち
の
教
育
や
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
に
努
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
月
に
1
回
の
頻
度
で

従
業
員
と
面
談
し
、
そ
の
目
標
や
希

望
す
る
キ
ャ
リ
ア
な
ど
を
話
し
合
い
、

成
長
を
促
し
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と

が
重
要
に
な
る
の
で
す
。
従
業
員
数

が
30
人
未
満
の
企
業
で
あ
れ
ば
、
経

営
者
が
一
人
ひ
と
り
と
面
談
す
る
よ

う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
企
業
文
化
を
形

成
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
従
業
員

は
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
に
従
っ
て
、
経
営

者
が
わ
ざ
わ
ざ
指
示
を
出
し
た
り
判

断
し
た
り
し
な
く
て
も
、
一
人
ひ
と

り
が
会
社
に
と
っ
て
最
適
な
行
動
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
こ
そ
が
権
限
委
譲
の
醍
醐

味
で
あ
り
、
そ
う
な
っ
た
ら
経
営
者

は
組
織
力
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、

企
業
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、

独
自
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た

強
み
（
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
）
を
磨

き
、
そ
し
て
次
に
そ
の
強
み
を
効
率

的
に
提
供
で
き
る
だ
け
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
会
計
事
務
所
で
は

「
中
小
企
業
の
経
営
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
事
業
計
画

の
策
定
を
は
じ
め
と
し
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
業
務
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
実
現
に
移
す
た
め
に
権
限
委
譲
に

乗
り
出
し
、
目
標
や
コ
ア
バ
リ
ュ
ー

を
全
職
員
で
共
有
し
た
上
で
、
申
告

書
作
成
業
務
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
地
道
に
進
め
た
と
こ
ろ
、
新
人
や

若
手
職
員
の
業
務
効
率
を
著
し
く
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
そ
の
事
務
所
は
ネ
イ
リ
ス
ト
や

銀
行
員
、
外
資
系
金
融
パ
ー
ソ
ン
、

保
育
士
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
前
職
が

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
の
で
す

が
、
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
の
共
有
と
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
を
進
め
た
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
高
位
平
準
化
と
利
益
率
の
向

上
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
問
題
点
は
出
て
く
る
で

し
ょ
う
が
、
一
つ
ひ
と
つ
改
善
し
て

い
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。こ

う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ

れ
ば
、
所
長
は
自
分
た
ち
の
事
務
所

の
経
営
計
画
や
戦
略
を
よ
り
明
確
に

打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所

長
の
仕
事
は
〝
職
人
〞
で
は
な
く
、

事
務
所
全
体
を
俯
瞰
し
、
舵
取
り
を

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ブレインマークスのコアバリュー

①HAPPYのキャッチボールをする
②相手の期待を超える
③何でもポジティブに楽しむ
④失敗を恐れず、積極的にチャレンジする
⑤学び、成長し続ける
⑥もっと良くなる方法を考える
⑦できないではなく、できる方法を考えよう
⑧チェンジチェア・マインドを持つ
⑨仲間を大切にする
⑩まずは自分から
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任
せ
た
ら
信
頼
し
て
見
守
る

私
が
（
株
）
朝
日
ト
ラ
イ
ズ
を
立

ち
上
げ
た
の
は
2
0
1
0
年
4
月
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
約
17
年
間
勤

め
た
朝
日
新
聞
系
列
の
新
聞
販
売
会

社
か
ら
、
暖
簾
分
け
し
て
も
ら
う
形

で
独
立
を
果
た
し
た
の
で
す
。
当
初
、

私
は
と
に
か
く
朝
日
新
聞
の
購
読
者

を
増
や
し
て
エ
リ
ア
を
広
げ
る
こ
と

の
み
を
考
え
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
働
き

ま
し
た
。
お
か
げ
で
創
業
3
年
間
は

右
肩
上
が
り
に
業
績
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
、
エ
リ
ア
も
拡
大
で
き
た
の

で
す
が
、
そ
の
頃
の
私
は
プ
レ
イ
ン

グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
経
営
者
、
店
長
、

ス
タ
ッ
フ
と
全
部
の
役
割
を
一
人
で

[
事
例
①]

株
式
会
社
朝
日
ト
ラ
イ
ズ 

代
表
取
締
役
　
古
家 

昇 

様

担
っ
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、

ガ
ー
バ
ー
氏
の
い
う
「
経
営
者
が

〝
職
人
〞
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

状
況
そ
の
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

4
年
目
、
創
業
時
か
ら
勤
め
て
く

れ
て
い
た
人
が
会
社
を
離
れ
、
新
た

な
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
常
時
会
社

に
い
な
く
て
も
、
日
々
の
業
務
が
滞

り
な
く
行
え
る
体
制
を
整
え
る
必
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が

ま
ず
取
り
か
か
っ
た
の
は
、
自
分
が

店
長
職
を
離
れ
、
新
た
に
従
業
員
に

「
店
長
」
の
役
職
を
与
え
る
こ
と
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
彼
に
店
長
業
務
を
引

き
継
い
だ
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
指

導
を
行
っ
た
り
す
る
過
程
で
、
私
は

過
去
の
自
分
の
成
功
体
験
に
こ
だ
わ

る
あ
ま
り
、
新
店
長
に
自
分
の
や
り

方
を
押
し
つ
け
、
そ
れ
に
忠
実
に
従

う
こ
と
を
求
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

当
然
、
新
体
制
は
う
ま
く
い
か
ず
、

残
念
な
が
ら
そ
の
店
長
は
退
職
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
苦
い
経
験
を

生
か
し
、
次
に
指
名
し
た
店
長
に
は

あ
ま
り
口
出
し
を
し
な
い
よ
う
心
が

け
た
と
こ
ろ
、
店
長
と
ス
タ
ッ
フ
と

の
話
し
合
い
の
中
で
、
業
務
改
善
な

ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
営
業
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
シ
ェ
ア
カ
ー
ド
」

の
導
入
は
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は

配
達
の
際
に
、
倒
れ
て
い
た
路
傍
の

植
木
鉢
を
整
え
た
と
か
、
営
業

先
の
お
客
様
と
趣
味
の
話
で
意

気
投
合
し
た
と
か
、
ど
ん
な
に

細
か
い
こ
と
で
も
い
い
か
ら
自

分
が
実
行
し
た
気
づ
か
い
や
工

夫
を
カ
ー
ド
に
記
し
て
、
そ
れ

を
事
務
所
の
壁
に
張
り
出
し
て

従
業
員
間
で
共
有
す
る
と
い
う
も
の

で
、
お
互
い
に
刺
激
に
な
る
と
好
評

で
す
。

ま
た
最
近
、
各
部
門
を
横
断
し

た
「
代
表
者
会
議
」
も
始
め
ま
し
た
。

新
聞
販
売
店
に
は
営
業
ス
タ
ッ
フ
や

事
務
、
折
り
込
み
担
当
、
配
達
担
当
、

集
金
担
当
、
電
話
応
対
担
当
と
業
務

が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
ど
う
し

て
も
希
薄
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
代
表
者
会
議
で
会
社
の
方

向
性
を
共
有
し
た
り
、
お
互
い
に
思

っ
て
い
る
こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
合
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
予

想
以
上
に
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
に
も
着
手

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
お
か
げ
で
、

最
近
で
は
私
抜
き
で
も
現
場
で
業
務

が
だ
い
ぶ
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
目
下
の
課
題
は
な

ん
と
い
っ
て
も
従
業
員
の
教
育
・
育

成
体
制
の
構
築
で
す
。
他
社
の
例
に

も
れ
ず
同
社
も
慢
性
的
な
人
手
不
足

に
悩
ま
さ
れ
、
随
時
中
途
採
用
は
し

て
い
る
の
で
す
が
、
現
状
で
は
新
人

を
育
て
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が

後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
新

入
社
員
向
け
の
集
合
研
修
の
導
入
、

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
ま
で
新
聞
販
売
店
と
い
え
ば

「
離
職
率
が
高
い
」「
過
酷
な
仕
事
」

「
強
引
な
訪
問
販
売
で
読
者
を
獲
得
す

る
」
な
ど
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
う
し
た

面
を
打
ち
破
り
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
幅
広
く

地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
す
で

に
当
社
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
に
な
っ
て

「
夢
新
聞
教
室
」（
※
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
し
、
こ
の
9
月
か
ら
は
認
知

症
予
防
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
聞
の
読

み
方
・
健
康
教
室
も
実
施
予
定
で

す
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
新
聞

の
新
規
購
読
者
獲
得
に
つ
な
が
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
社
の
従
業
員
た

ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
育
て
、
チ

ー
ム
と
し
て
の
一
体
感
も
育
ん
で
い

け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

新
し
い
取
り
組
み
を
企
画
で
き
る
の

は
、
ま
さ
に
私
が
〝
職
人
〞
を
脱
却

し
、
現
場
を
従
業
員
た
ち
に
任
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
の
表

れ
だ
と
思
い
ま
す
。

※夢新聞教室……自分の夢・
目標が実現したことを伝え
る、未来の日付の新聞を自
分の手で作るワークショッ
プ。夢新聞プロジェクトの
活動は、教育現場やビジネ
ス研修などを中心として着
実に広がっている。

古家社長

店舗概観

地域貢献活動の一環として、さまざ
まな教室を開催
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シ
ン
プ
ル
な
目
標
の
達
成
に
注
力

私
が
経
営
す
る
（
株
）
わ
く
わ
く

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、
神
奈
川

県
内
で
整
体
サ
ロ
ン
3
店
舗
を
運
営

し
て
お
り
、「
2
0
2
0
年
ま
で
に

10
店
舗
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
昨

年
か
ら
店
舗
内
業
務
の
権
限
委
譲
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

当
社
を
設
立
し
た
の
は
2
0
1
0

年
の
こ
と
で
す
。
大
手
整
体
グ
ル
ー

プ
で
整
体
師
と
し
て
働
い
た
後
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
当
社
の
強
み
は
、

骨
格
と
姿
勢
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
独

自
メ
ソ
ッ
ド
に
あ
り
ま
す
。
丁
寧
な

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
骨

盤
矯
正
に
よ
る
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
を

は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
美
容
効

果
の
あ
る
施
術
で
、
女
性
を
中
心
に

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

1
店
舗
目
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
す

ぐ
に
予
約
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
増

え
続
け
る
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
店
舗
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

[
事
例
②]

株
式
会
社
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役

山
下 

耕
介 

様

開
業
2
年
目
か
ら
自
分
な
り
の
や
り

方
で
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
を
促
し

て
み
た
も
の
の
、
ス
タ
ッ
フ
に
思
い

通
り
仕
事
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

結
果
と
し
て
さ
ら
に
自
分
が
消
耗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
本
格
的
に
権
限
委

譲
に
よ
る
組
織
力
の
強
化
に
乗
り
出

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の

末
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
多
店

舗
展
開
を
進
め
る
に
は
、
日
々
の
業

務
を
取
り
仕
切
る
整
体
師
が
、
店
舗

運
営
・
管
理
能
力
も
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

初
め
に
整
体
師
が
1
日
の
中
で
行
う

作
業
を
分
析
し
た
上
で
、
売
上
ア
ッ

プ
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
行
程
表
に
す
る
と
い
う

試
み
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

初
は
思
っ
た
よ
う
な
効
果
を
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
1

日
の
作
業
を
何
十
項
目
に
も
細
分
化

し
過
ぎ
た
た
め
、
個
々
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
〝
ぶ
つ
切
り
〞
に
な
り
連
動
性

山下社長

施術風景

スタッフの皆さん

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
加
え
て
、

義
務
的
な
行
動
が
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

と
な
り
自
発
性
を
抑
制
す
る
方
向
に

向
か
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

こ
う
し
た
反
省
も
踏
ま
え
て
現

在
、
第
2
案
と
し
て
「
目
標
の
単
純

化
」
と
「
月
次
の
フ
ォ
ー
カ
ス
ポ
イ

ン
ト
」
設
定
・
評
価
シ
ス
テ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
目
標
の
単
純
化

で
は
当
初
、
一
人
当
た
り
A
4
用
紙

3
〜
4
枚
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
①
「
集
客
」

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
や
S
N
S
※
投

稿
、
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
）
②
「
フ
ォ

ロ
ー
」（
リ
ピ
ー
ト
客
に
手
紙
を
書
く
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
）
③
「
管
理
」

（
施
術
以
外
の
店
舗
内
作
業
全
般
）
④

「
物
販
」（
美
容
、
サ
プ
リ
商
品
販
売

な
ど
）
に
集
約
、
①
〜
④
の
目
標
に

該
当
す
る
行
動
で
あ
れ
ば
、
順
番
や

手
段
は
各
自
の
判
断
に
一
任
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
月
次
フ
ォ

ー
カ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
月
に
一
度

各
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
を
交
え
て
そ
れ

ぞ
れ
が
行
っ
た
目
標
に
対
す
る
成
果

を
検
証
し
、
足
り
な
い
部
分
を
補
っ

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

権
限
委
譲
で
組
織
が
活
性
化

こ
の
第
2
案
を
実
行
し
て
約
1
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
権
限
委
譲
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
私
自
身
が
店
舗
を

見
て
回
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
会

社
全
体
の
経
営
計
画
に
力
を
注
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
店
舗
間
の

情
報
共
有
が
密
に
な
っ
た
こ
と
で
、

ス
タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
根
幹
に
は

「
働
い
て
い
る
人
を
幸
せ
に
し
よ
う
」

と
い
う
理
念
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
多
く
の
整
体
サ
ロ
ン
で
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
給
与
が
基
本
給
＋
歩
合
で

あ
る
の
に
対
し
、
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
完
全
固
定
給
、
社
会

保
険
（
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、
雇

用
保
険
、
労
災
保
険
）
完
備
、
整

体
師
の
指
名
制
度
を
廃
止
す
る
な

ど
、
業
界
と
し
て
革
新
的
な
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整
体
サ

ロ
ン
で
は
施
術
時
間
が
稼
働
率
と
な

り
、
稼
働
率
が
高
い
ほ
ど
労
働
生
産

性
が
高
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
当
社
で

は
過
酷
な
肉
体
労
働
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
「
あ
え
て
稼
働
率
6
割
以

下
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
業
界
で
も
人
手
不
足

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
組
織
力
や
体
制
に
魅
力

を
感
じ
て
整
体
師
が
集
ま
っ
て
く
る

と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

※Social Networking Serviceの略称で、
インターネット上で人同士がつながること
を促進・支援するサービス
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「庭の歳時記」

た
。年

末
調
整
事
務
を
終
え
、
新

年
を
迎
え
た
頃
、
厳
冬
の
な
か

山さ

ざ

ん

か

茶
花
が
真
っ
赤
な
花
を
咲
か

せ
、
寒
さ
も
和
ら
ぐ
の
で
あ
っ

た
。
山
茶
花
は
ま
た
散
り
敷
く
風

情
が
格
別
で
、
真
っ
赤
な
花
び
ら

が
凍
土
を
覆
う
さ
ま
は
、
見
事
な

冬
の
風
物
詩
で
あ
る
。

2
月
に
入
る
と
梅
が
咲
き
始
め

る
。
こ
の
蕾
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
、

確
定
申
告
が
近
づ
い
て
来
た
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
梅
は

一
本
の
木
か
ら
紅
白
の
花
が
咲
く

の
で
あ
る
。
も
と
も
と

梅
は
紅
梅
、
白
梅
と
単

色
な
も
の
が
多
い
の
だ

が
、
こ
の
梅
は
紅
梅
に

白
梅
を
接
ぎ
木
し
た
も

の
で
、
枝
ご
と
に
紅
白

咲
き
分
け
て
い
る
。
花

が
散
っ
て
実
を
つ
け
る

が
、
紅
梅
の
実
は
苦
く

て
食
用
に
は
な
ら
な

い
。
白
梅
は
白
加
賀
と

い
う
種
類
で
漬
物
に
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
梅
の
咲
く
時
期
は
一
年

で
最
も
緊
張
す
る
確
定
申
告
の
最

盛
期
で
あ
る
。
毎
日
入
れ
替
わ
り

来
所
す
る
お
客
様
の
応
対
に
明
け

暮
れ
、
庭
に
出
て
そ
の
香
り
に
、

あ
、
梅
の
花
が
と
気
づ
く
の
で
あ

る
。
何
だ
か
時
間
に
追
わ
れ
て
下

に
ば
か
り
視
線
を
落
と
し
て
い
た

の
だ
。

4
月
、
確
定
申
告
の
終
わ
っ

た
平
穏
な
日
々
を
彩
る
の
は
椿

の
花
、
約
50
種
類
ぐ
ら
い
の
椿

が
咲
き
乱
れ
る
。
茶
花
に
使
う

胡こ
ち
ょ
う
わ
び
す
け

蝶
侘
助
、
花
芯
の
大
き
な
肥
後

椿
は
紅
白
で
縞
模
様
と
、
多
彩
な

花
々
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。
こ
ん
な
話
も
。
江
戸
時
代
、

武
家
は
庭
に
椿
を
植
え
な
か
っ
た

と
聞
く
。
椿
の
花
は
散
り
際
に
ポ

ト
リ
と
落
ち
る
こ
と
か
ら
、「
首

が
落
ち
る
」
と
忌
み
花
に
な
っ
て

い
た
の
だ
。
多
彩
な
花
が
一
年
を

通
じ
て
咲
き
競
い
、
仕
事
も
花
に

寄
り
添
う
よ
う
に
、
季
節
が
移

ろ
っ
て
い
く
。

私
も
妻
も
花
木
好
き
が
嵩
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
花
木
を
求
め
、
庭
に

植
え
て
楽
し
ん
で
い
た
。
も
ち
ろ

ん
高
価
な
木
が
買
え
る
は
ず
は
な

く
、
30
㎝
ほ
ど
の
言
わ
ば
苗
木
を

植
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
さ
な

木
の
た
め
、
少
し
広
い
庭
に
は
か

な
り
の
余
裕
が
で
き
、
次
か
ら
次

へ
と
植
栽
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

歳
月
は
流
れ
て
苗
木
も
成
木
へ

と
成
長
し
、
1
2
0
坪
の
庭
に

は
樹
木
が
密
生
し
、
も
は
や
余
裕

す
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ

群馬県高崎市 　室岡 敏雄
関東信越ミロク会計人会

表紙の写真 　京都の祗園や東京の新橋などと並び称される新潟古町芸
妓。その歴史は古く、約200年前の江戸時代にまで遡ります。
その頃の新潟は、日本海側最大の北前船の寄港地として栄
え、江戸・京都・大阪と同様の賑わいを見せていました。そう
した多くの人 が々集う町に、いつしか花街が生まれ、訪れる人々
を粋な芸でもてなしたのが新潟古町芸妓でした。古町地区は、
歴史的建造物とともに港町の香りが多く残る地区であり、登
録有形文化財に指定された「行形亭」などの老舗料亭もあり
ます。（ホームページ「新潟古町芸妓」より）

「新潟の古町芸妓」
（新潟県新潟市）

庭はたくさんの花木で埋め尽くされています
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